
信州WWL高校生国際会議 6月

対面－ハイブリット開催 国内外の高校生約200名が参加



大学の先取履修

長野県立大学
高度な学び実践講座

3名参加

信州大学
高校生科目等履修
（先取り履修）

5名参加



既存のプラットフォームの利用

マイプロ長野県サミット

信州つばさプロジェクト

長野県SDGs推進登録企業制度

未来の学校



Ⅱ ３年間のまとめ

WWL事業の実施による
学校全体への波及効果



通常授業への影響

• プレゼンテーション能力・資料作成能力の向上

• GSでの協働授業（グループワーク、発表）の慣れ
→ 通常授業の活発化

• ICT機器活用能力の向上



生徒の変化

• 社会課題への関心の高まり

• 学校外のイベントへの参加

• ひととおりの探究のプロセスを経験することで将来の学びに
つながる。
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世界の問題について自分は何かできる
→７割ができると回答



主体的な学び 生徒企画プロジェクト
現在進行中の生徒プロジェクト



主体的な学び 断熱DIYワークショップ

教室の窓を二重にし、壁に断熱材を入れまし
た



教員と生徒の関係の変化

•教員全員による課題研究指導

→普段関わりのない教員との関わりができる。

生徒にとっては社会性を身につける機会

教員にとっては生徒の問題意識や個性との
出会い



他の組織との連携に対する変化・効果
• フィールドワーク受入れや探究のア
ドバイザーを外部の方に依頼

• 学校の外の大人との関わりによって
生徒の世界が広がり、自分が社会に
参画しているという意識を持てる生
徒も出てきた。

• 他校生との交流によってよい刺激を受けることができる。
• KDDIやフィールドワーク訪問先との交流を通じて、SDGs達成
に向けての企業の役割やその可能性に気づいてきた。

事前に企業が感じている課題を言ってもらえればそ
れに対しての提案もできるのではないかと思った
（県内FWに参加した１年生の感想）



令和５年度の事業計画
管理機関

• ALネットワークの連携の強化
•大学・企業等外部機関との連携の強化
拠点校

• 分掌組織の見直し→学習WWL→学習指導

•海外研修の復活
•探究の深化、発表の機会の確保
•県内外の学校との連携（ALネットワーク外に拡大）




